
下仁田町立下仁田中学校        

図書だより ２０２０年 11月 
 
＜前期図書室データまとめ＞ 
累計貸出し状況   ６月３日から１０月１５日まで 

＊残念ながらまだ今年度、1 冊も本を借りていない人が５１人います。後期には借りてみませんか？ 

 

前期多読者を図書室で発表しています！ 
６月３日～１０月１５日までの貸出数を集計しました。気になる人は図書室へ確認に来て下さいね。 

 

★★★前期に人気だった本★★★ 
前期に貸出しの多かった人気の本を学年別に発表します。 

1 年  

・マララ・黒子のバスケ・転生したらスライムだった件 

・あやかし夫婦シリーズ・神様の御用人・精霊の守り人・マンガでよくわかるねこねこ日本史 

2 年 

・ドラゴンクエストⅤ・鬼滅の刃・賢者の孫・ヒックとドラゴン・ＯＮＥ ＰＩＥＣＥ 

・王様ゲーム・爆笑テストのマル珍解答 500 連発! 

3 年 

・54 字の物語・魔法科高校の劣等生・黒猫のセレナーデ・ポケモン空想科学読本 

・優しい死神の飼い方・斜陽・人間失格 

 

図書委員の活動報告 
秋の読書週間の活動として、図書委員が下仁田小学校の児童へ向けて本の紹介をしました。 

代表者の本の紹介動画と、図書委員１人１人が書いた紹介文を小学生に見てもらいました。 

 

個人情報保護のため                    個人情報保護のため 

割愛させていただきます。                 割愛させていただきます。 

 
 
 
                              ＜下小の図書委員会で 

＜紹介動画撮影中＞     ＜図書委員の紹介文＞    動画を見てもらいました♪＞ 

こんなものがあります♪ 
～図書室では、皆さんが利用したくなる、楽しんでもらえる工夫をしています～                   

 
本日のアート 

有名な作品はもちろん、   高校の資料常時展示 

トリックアートなど、様々な 

アートを日替わりで選び、 

展示しています。 

 

切り抜き BOOK 
新聞に掲載されている本の紹介記事を切り抜いて                    

まとめました。本を選ぶときの参考に♪ 

 

 

皆さん、出張図書室は利用していますか？ 

今年は「人権」に関する本や図書委員おすすめの本が入っています！ 

1 人 1 人が違うことを知り、それぞれの個性を大切にしましょう。 

ぜひ朝読書等の時間を利用して、まずは 1 冊でも読んでみませんか？ 

 

～人権に関する本を紹介します～ 
『ちいさな労働者』ﾗｯｾﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾏﾝ/あすなろ書房 

 過酷な労働をする子どもたちを、写真家ルイス･ハインが撮影。子どもの人権について 

 考えさせられます。 

 

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』ﾌﾞﾚｲﾃﾞｨみかこ/新潮社 

 イギリス在住の筆者が、地元で底辺中学校と呼ばれる学校へ通う息子の目を通して綴る 

エッセイ。貧富の差でギスギスしたり、アイデンティティに悩んだり、様々なことを考 

えさせられます。 

 

『この顔と生きるということ』岩井建樹/朝日新聞出版 

 外見の悩みとどう向き合う？どんな顔でも幸福な人生をおくるために。 

見た目の悩みに直面した人々の人生をたどるルポルタージュ。 

 

『みえるとかみえないとか』ヨシタケシンスケ・伊藤亜紗/アリス館 

 東京工業大学准教授で「目の見えない人は世界をどう見ているのか」の著者の伊藤亜紗さんと 2

人で作った絵本。みんなの違い、同じところ、共生する面白さ、難しさを描いています。 

図書室でも人権に関する本を展示しています。 
 

累計貸出し状況   ６月３日から１０月３１日まで 
学年 １年生 ２年生 ３年生 

貸出冊数 １０２冊 ２６１冊 １０２冊 

リクエストされた本がたくさん届いています！！ 

ブックカバー&しおり作りも、まだの人はぜひ作りに来てくださいね。 

クラス １年生 ２年生 ３年生 全校 

貸出冊数 １１７冊 ２９４冊 １１１冊 ５２２冊 

学級内多読者 ２５冊 ４２冊 ３８冊 ４２冊 

 
  

 


